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小山

■司会 SAA 石塚 龍夫君

■点鐘          会長 海老原 均君

■ロータリーソング        奉仕の理想

■ゲスト  米山奨学生 トラン･ワン･ダット君

       淡路 晃会員夫人 淡路 智晴様

■会長挨拶        会長 海老原 均君

皆様、皆様、こんに

ちは。まずは、お客様の

ご紹介です。淡路晃会員

の奥様淡路智晴（ちはる）

夫人です。2014 年学年度

米山奨学生トラン・ワ

ン・ダット君です。よう

こそいらっしゃいました。

ごゆるりとおくつろぎ下

さい。さて、先週末は、

真岡市市制施行 60 周年に合わせて、沢山のお客様

をお迎えしての例会、歓迎会、筑波山旅行とありま

したが、皆様のご協力の下、無事に終えることが出

来ました。先月から、斗六公式訪問、炉辺会合、老

人・身障合同スポーツ大会、また、一部の会員には

市民ゴルフ大会の参加もあり、本当にめまぐるしい

1 ケ月でしたが、皆様の友情により、滞りなく終え

られて感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうご

ざいました。私も、不慣れなことが多く、疲れが溜

まってきたのが正直なところです。今年は、国内で

もデング熱が流行したり、海外ではエボラ出血熱が

猛威をふるったりして、危険な病気がはやっており

ます。冬の到来に合わせて、もうすぐインフルエン

ザも出てくる頃です。流行性の風邪など同じ病気に

かかっても、重篤化する人と軽く済む人がいますが、

それには様々な要因があるにしても、普段の生活か

ら蓄積された免疫力の差も大きいと言われており

ます。元気に楽しくロータリー活動に励むためにも、

私も含めて、皆様方にもこれから来る冬に備えて免

疫力を培うべく体調管理をしていただければと思

います。どうぞ宜しくお願い致します。ありがとう

ございました。

■幹事報告     幹事代理 久保 康夫君

 本日、幹事が所用につき

欠席と言う事で代わりに

発表させて頂きます。先ほ

ど理事会があり決まった

内容をお伝え致します。ク

リスマス忘年家族例会は

12/18 日（木）フォーシー

ズン静風にて 18：30 より

おこないます。会員は無料、

同伴者は高校生以上一人

目は 4000 円二人目以降は

1000 円また中学生は 1000
円、小学生以下は無料とな

っております。

新入会員の申請がございました、理事会では申請

が通りましたので後日各会員あてにＦＡＸにて賛

否をお伺いさせて頂きます。宜しくお願い致します。

米山奨学金の寄付で 15000 円ポリオの寄付に

3000 円と言う事で承認されましたのでご了承願い
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ます。また前回米山の寄付金が少ないとの話がござ

いました、今後 2550 地区三番目に歴史のある真岡

ＲＣが恥ずかしくない寄付を出していきたいとい

う話がありました。次回理事会までに詳細を確認し

決めていきたいと思います。

 会長ノミニ指名委員会の開催をおこっています

ので間もなく会長ノミニが決まると思います。

地区委員の推薦について広瀬 PP が快く許諾頂き

ました。ありがとうございました。10 月度の会計報

告が問題なく承認されました。片田さんにお礼を言

いたいと思います。斗六訪問の決算も承認されまし

た。以上ありがとうございました。

■ロータリー記事の紹介 情報委員長 市村忠男君

 ロータリーの友の記事

の紹介をさせて頂きます。

本来は 11月号の紹介をす

べきなのでしょうが、本

日見ましたので10月号と

8 月号のおもしろそうな

記事を紹介させてもらい

ます。一点は職業奉仕に

ついてもう一点はロータ

リー希望の風奨学金につ

いて話いたします。職業

奉仕について岐阜 RC のガバナーが書いている内容

です。「ロータリーは単なるボランティア団体では

ない。寄付団体、慈善団体、社交団体でもない。ロ

ータリーには職業奉仕という金看板がある。職業奉

仕は口ータリーがロータリーである所以の奉仕で

あり、他の奉仕団体との違いはここにある」と言わ

れる。では、「職業奉仕とは」と尋ねられと「さて？」

となってしまうのが現実ではないでしょうか。

職業奉仕を解説するとき、 4 種の考え方がある。

山にたとえると 4 つの登山道があり、頂上が同じな

ら良いが、 4 つの別の頂に達してしまうので混乱の

元になっているようです。どれを選ぶかは各人の信

じるところでしょうが。

1．道徳律、悟りの境地を求めて

「原典は、「全分野の職業人を対象とする倫理訓」

と称する 11 か条の道徳律」倫理訓の目的は、「愛を

述べたものである。他人を滅ぼすよりはむしろ他人

に滅ぼされんことを選ぶ。（1915 年サンフランシス

コ国際大会採択）職業奉仕とは神に物を売ることな

りと当時強調されていた

2．職業宣言、倫理運動として

高い倫理基準が求められ、世に有益な職業に貴賎

なきことの認識を持ち、自己の職業を高潔なものと

すること。顧客・従業員・同業者・納入業者に等し

く公正に・・と述べられている（ロータリーの行動

規範）ロータリーは倫理運動であり、「愛情の世界

に生きる心をもって職業を営むロータリーは倫理

運動であり、「愛情の世界に生きる心をもって職業

を営むべし」

3．東洋思想に演繹（えんえき）して東洋思想の

「善因善果悪因悪果」論、近江商人の「三方良し」、

二宮尊徳の「報徳教」など、職業奉仕と同じ理念と

説かれている。職業奉仕が、自己犠牲の奉仕、滅私

奉公、没我の奉仕を至上のものとする考えに律せら

れるときは違和感をおぼえざるを得ません。

4 シェルドンの職業繁栄理論を基礎に

最古にして最新の職業奉仕論、現代にも通用する

商売繁盛、経済発展の基本理念と同じと考えられる。

当時の経済社会は、「我」の利己心や利潤の追求を

肯定し、それを律する倫理は「個人」の良心に頼り、

善行や相互の愛情は経済発展に不要と考えられて

いたようです。シェルドンは企業理念に「奉仕」を

置いていたようです

職業奉仕の定義は、ロータリーの目的の主文が示

すように、「個々の職業において、理想とする奉仕

の理念を実践すること」理想的な奉仕のあり方は、

「対する人の求めるところをよく察し理解し、そし

て思いやりの手を差し伸べること」また四つのテス

トは、職業の倫理だけでなく、「物事の判断」の基

準としての尺度、人間関係の和を良好に保つための

指針、判断に迷った時進路を定める指針とも言われ

ています。結びに職業奉仕の概念は、いわば「人と

人との対面において、手で数えることのできる金銭」

とでもいった世界の中で通用するものであり、現代

の経済社会、金融資本．株式市場・法人などの「人

でない者」が介在する世界での対処はどう考えてい

くのか？諸賢の叡智を期待します。と言う事のよう

です。

ロータリー希望の風奨学金について 8 月号、 10
月号より 奨学生の条件東日本大震災で両親もし

くは片親を失った「遺児」で大学（短大を含む）、

専門学校に学ぶ者奨学金の給付入学から卒業まで

毎月 5 万円返還なし奨学生の実績と現状、20 14 年

5 月 1 日現在 180 人に支給内終了した人 56 人開始

時の支援金約 4 億 3000 万円（贊同 10 地区と台日

国際扶輪親善会）現在賛同 15 地区 2014 年 5 月 31
日までに約 2 億円の支援金が集まる。支援金残高現

在約 4 億 7000 万円、2032 年までに必要となる予想

支援金約 4 億 2000 万円意義日本の次代を担う青少

年達が進学の希望を断つことなく、未来に向けて夢

を膨らませること、それが東北の真の復興に欠かせ

ないとても大きな要素であること。創設経緯八王子

西 RC 2013 14 年度 N015 ウィクリーレホートよ

り東日本大震災の義掲金が約 10 億円。被災五地区

と非被災五地区でこの使用方法を議論し、 12％を

被災 3 県に送金、 8 億 7000 万円が残る。①すべて

の現金を地区に配分すべき②将来の教育に役立て

ること口ータリーの活動にふさわしい、の二案が出、

ガバナー会が②を選択した。阪神淡路大震災の折の

対応にならった。賛同地区 10 地区の活動というこ

とにして、非賛同地区の義損金は返金し、残金約 3
億円でスタートした。台日国際扶輪親善会からの約
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1 億円の寄付、タイやオーストラリアからも参加さ

れた米山との相違、米山は外国人留学生を対象。希

望の風は、日本人に対する支援。という事になるよ

うです。

■乾杯              篠原 泉君

■11 月誕生日祝・結婚記念日祝

誕生日祝 会員

１日 金子 剛士君

7 日 高橋 哲也君

24 日 中川 宏行君

誕生日祝 会員夫人

４日 岡本 美代子様

29 日 小倉 宰子様

結婚記念日祝 

3 日 篠原宣之・美代子様

3 日 久保康夫・法子様

3 日 市村忠男・純子様

4 日 淡路晃・智晴様

6 日 栁田尚宏・直美様

9 日 金子剛士・文子様

■奨学金授与    トラン・ワン・ダット君

■本日のお食事
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■本日のスマイルボックス   大越 正和君

片田 泰宏君

海老原 均君 淡路夫人トランワンダット君よう

こそ、歓迎いたします。10～11 月初

めにかけて全力疾走、ちょっと息切

れです。私の不慣れな点を皆様にフ

ォローして頂き滞り?無く終わった

と思います。有難うございました。

田村 浩次君 真岡市制 60 周年式典に来訪して頂

いた台湾の皆様の歓迎も無事終了

しました。皆様のご協力に感謝致し

ます。今日は近親者の葬儀の為欠席

となります。久保副幹事宜しくお願

い致します。

杉村 久夫君 斗六クラブ接待に当たり姉妹クラ

ブ委員会親睦委員会の皆様二日間

ご苦労様でした。

金子 剛士君 誕生日祝、結婚記念祝いありがとう

ございました。

宇賀神裕一君 次女みずき、高校バレー県予選で優

勝し國學院栃木高校は、28 年連続

29 回目の出場となりました。本日結

婚記念日誕生日祝いの皆様おめで

とうございます。

久保 康夫君 市村情報委員長ロータリーの友の

時間ご苦労様です。淡路さんようこ

そ我妻法子はお稽古の為出席でき

ません、ごめんなさい。

市村 忠男君 結婚記念日をお祝い頂きありがと

うございます。又誕生日結婚記念日

を迎えられた皆様おめでとうござ

います。斗六からのお客様への対応

ご苦労様でした「ロータリーの友」

の記事の紹介をさせて頂きます。   

齊藤 敏彦君 本日お誕生日と結婚記念日を迎え

られました会員御夫人の皆様おめ

でとうございます。淡路様ようこそ

いらっしゃいました。

金子 正男君 本日誕生日結婚記念日を迎えられ

る皆様おめでとうございます。淡路

令夫人いつもお綺麗で!!ようこそい

らっしゃいました。

中川 宏行君 お誕生日のお祝い有難うございま

す。また、10 月 31 日長男直弥が成

人となりました。市村さん卓話あり

がとうございます。

大瀧 和弘君 今月誕生日結婚記念日を迎えられ

た皆様おめでとうございます。また

父の生前中そして先日の葬儀に際

してはお世話になり大変ありがと

うございました。

大堀 文雄君 本日誕生結婚祝いおめでとう。

岡本 佳男君 本日妻の誕生日祝いを頂きありが

とうございます。

小林勇一郎君 誕生日結婚記念日を迎えられた皆

様おめでとうございます。先日の筑

波小旅行夕食会に参加下さいまし

た皆様ありがとうございました。お

陰様で楽しい一日になりました。

久保 賢司君 今朝の下野新聞に頼近さんの奥様

久美子さんの記事を拝見しました。

美しい顔の写真が掲載されていま

した。

頼近  龍君 斗六公式訪問の決算書を完成しま

した。8 名の方の一回目の訪問、斗

六ロータリーも大変喜んでいまし

た。姉妹委員会一同参加した方に感

謝を申し上げます。

淡路  晃君 本日は結婚記念日祝を頂き有難う

ございました。高崎にある 3DK の

社宅から出発した結婚生活も 30 年

目に入りました。

栁田 尚宏君 今日が私達の結婚記念日です。祝っ

て頂き有難うございます。本日二人

とも出席できず申し訳ありません。

片田 泰宏君 大学生の長男が明日で二十歳にな

ります。親子で堂々とお酒が飲めま

す

会  員 ¥59,000 米  山 ¥4,660 
ビジター ¥0 そ の 他 ¥0 

前回累計 ¥848,198 
合  計 ¥63,660 累  計 ¥911,858 

本日もたくさんのスマイル 

有難うございました(^^) 



No.2727  - 5

■例会プログラム

■月間予定

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
外
部
卓
話

内
部
卓
話

（
軽
食

）

外
部
卓
話

月
初
会

外
部
卓
話

12月　家族月間11月　ロータリー財団月間

■出席報告

在籍 52 名 出席免除 2 名（資格者 1 名   有理由者 1 名）

例会日 出席義務 事前 MU 事後 MU 出席 欠席 出席率 本年度累計出席率

補正後 10月 23日 50 0 1 41 8 84％ % 

11 月 6 日 50 5 - 37 8 84％

7 月出席率 8 月出席率 9 月出席率 10 月出席率 11 月出席率 12 月出席率 1 月出席率 2 月出席率 3 月出席率 4 月出席率 5 月出席率 6 月出席率

82.49 80.52 89.33 

本日のプログラム 次回のプログラム

１１月１３日 

外部卓話 

１１月２０日 

内部卓話 


